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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月28日(2014.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭酸ランタン化合物の製造方法であって、７５℃～９０℃の反応温度で、６．０～７．
５のｐＨで、溶媒中で塩化ランタンの可溶性塩を炭酸アンモニウムと反応させ、そして反
応生成物を沈澱させることを包含する方法であって、
　前記反応生成物は、０．５重量％以下のナトリウムを含む炭酸ランタン水酸化物である
、方法。
【請求項２】
　塩化ランタンの量が、反応における炭酸アンモニウムの量に比して１：０．８～１：４
の範囲である請求項１記載の方法。
【請求項３】
　生成された前記炭酸ランタン水酸化物がＩＣＤＤファイル２６－８１５に匹敵するパタ
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ーンを有する請求項１記載の方法。
【請求項４】
　４００～７００℃の温度で少なくとも２時間、反応生成物を焼成して、式Ｌａ２Ｏ２Ｃ
Ｏ３およびＬａ２ＣＯ５の１つ以上の多形を含むランタンジオキシカルボネートであって
、０．７５重量％以下のナトリウムを含む前記ランタンジオキシカルボネートを生成する
ことをさらに包含する請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記焼成温度が５５０℃である請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記結果的に生じるランタンジオキシカルボネートが５重量％以下の式Ｌａ２ＣＯ５の
多形を含む請求項４記載の方法。
【請求項７】
　前記結果的に生じるランタンジオキシカルボネートが１重量％以下の式Ｌａ２ＣＯ５の
多形を含む請求項４記載の方法。
【請求項８】
　０．５％重量％以下のナトリウムを含む炭酸ランタン水酸化物、および少なくとも０．
０１５ｃｍ３／ｇの孔容積を有するかまたは０．７５％重量％以下のナトリウムを含むラ
ンタンジオキシカルボネートからなる群から選択される有効量の１つ以上の炭酸ランタン
化合物、ならびに少なくとも１つの製薬上許容可能な賦形剤を含む薬学的組成物であって
、嚥下錠剤、嚥下カプレット、圧縮剤形、嚥下硬質ゼラチンカプセル、嚥下軟質ゲルカプ
セル、経口溶解性錠剤、経口溶解性カプレット、経口溶解性硬質ゼラチンカプセル、経口
溶解性軟質ゼラチンカプセル、咀嚼錠剤、咀嚼カプレット、咀嚼カプセル、粉末、スプリ
ンクル、経口崩壊性皮膜、食物、糖菓、ガム、シロップ、懸濁液、乳濁液または分散液か
らなる群から選択される剤形である薬学的組成物。
【請求項９】
　１つ以上の炭酸ランタン化合物の前記有効量が１２５ｍｇ～２０，０００ｍｇの範囲で
あり、前記炭酸ランタン化合物が式Ｌａ２Ｏ２ＣＯ３のランタンジオキシカルボネートを
含む請求項８記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　１つ以上の炭酸ランタン化合物の前記有効量が、１００、１２５、１５０、２５０、５
００、７５０または１０００ｍｇからなる群から選択される請求項８記載の薬学的組成物
。
【請求項１１】
　血中リン酸塩の異常上昇レベルにより特性化される症状の処置のための請求項８～１０
のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１２】
　前記症状が、高リン酸血症、慢性腎疾患、全身性腎不全、末期腎疾患および慢性腎機能
不全からなる群から選択される請求項１１記載の薬学的組成物。
【請求項１３】
　前記ランタンジオキシカルボネートが、０．７５重量％より多いナトリウムを含むラン
タンジオキシカルボネートより相対的に大きいＢＥＴ表面積を有する請求項８記載の薬学
的組成物。
【請求項１４】
　前記ランタンジオキシカルボネートが、０．７５重量％より多いナトリウムを含むラン
タンジオキシカルボネートより相対的に大きい孔容積を有する請求項８記載の薬学的組成
物。
【請求項１５】
　リン酸塩供給源を、前記請求項のいずれか一項に記載のランタンジオキシカルボネート
、および任意に炭酸ランタン水酸化物と反応させることを包含するリン酸塩の結合方法。
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